
平 成２０年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立越谷南高等学校 ）
目指す学校像 ※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評「知･徳･体」の調和と、個における「文武両道」の精神を求め、社会の一員として自己実現を図ることので

価懇話会を開催し、学校自己評価を踏まえてきる生徒を育成する学校 Ａ ほぼ達成 （８割以上）
評価を受けた日とする。達

Ｂ 概ね達成 （６割以上）
１ 生徒個々の能力を伸ばし、確かな学力を支える授業等の工夫・改善 出席者 学校関係者 ４名成
２ 進路実績の量的・質的向上 生徒 ２名Ｃ 変化の兆し（４割以上）

重 点 目 標 ３ 生徒指導を基盤とした学校への帰属意識の高揚と生徒の自負心（自信と誇り）の育成 事務局(教職員) ７名度
Ｄ 不 十 分 （４割未満）４ 開かれた学校づくりの推進

※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する ）は複数設定可。。
※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

学 校 自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

年 度 目 標 年 度 評 価 （ ２月２０日 現在 ） 実施日 平成２１年２月２０日

現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等番号 達成度

高い理解力を持った生 ・１，２年生に対 ・ 学びの手引き」の活用 ・学習状況等の調査におけ 夏季休業中に学習習慣が崩 ・目標を達成できている項目もあるが「 ・自主学習時間は漸増している。
徒が入学しているものの する自主学習の ･ 家庭学習時間確保への取組 る自主学習時間 れ、実力テストの偏差値も下 改善すべき点がある。、 夏季休業中に減少する。
学習習慣が確立されてい 支援（学習習慣 ・授業公開週間の設定による ・学習状況等の調査におけ 降気味となる。個人面談や進 ・勉強の方法を教え、それを行った結・授業の理解度は、漸増しているが理数
ない生徒もおり、学力を の確立） 授業内容の充実 る授業の理解度 路通信、進路講演会、各種模 果、どのような効果が得られるかを系の理解度が低い。

１ 充分伸ばせていない。教 ・授業理解度の向 ・教科会を研修の場とする授 ・実力テストの偏差値 試やスタディサポート等を活 説明することが必要である。・実力テストの偏差値は、入学時から低
科ごとに授業改善に取り 上 業改善の取組 ・大学入試センター試験で 用し、学習に対する動機付け ・家庭学習等、勉強をする習慣を身に下するが ３年次になりやや回復する、 。
組み、生徒全体に学力向 ・特に進学に向け ・学習状況等の調査による生 の各教科・科目の平均点 をしっかり行い、１年次から つけさせることが必要である。・センター試験は全国平均に達せなかっ C
上の取組を働きかけるこ た科目の学力向 徒の学習実態の把握 と全国平均点との得点差 計画的に学習させることを目 ・常に生徒の質問に答えられる環境づたが、数Ⅰ で平均点を突破した。A
とが課題である。 上への取組 ・ スタディサポート」の活 ・外国語科生徒の英語検定 指したい。大学入試センター くりが大切である。「 ・英語検定２級以上の取得者数は、第２

・外国語科の特徴 用による個々の弱点の明確 ２級取得者数 の平均点超えは高い目標であ ・学習の効果を上げるためには、グル回終了時に２６名が取得し、昨年を上
を活かした取組 化 るが今後も挑戦させていく。 ープ学習が効果的である。回った。

・英語検定受験等の推進

進路面での取りかかり ・進路意識の高揚 ・総合的な学習の時間等を活 ・オープンキャンパスの参 オープンキャンパス等で受け ・ほぼ全ての項目で目標を達成してい・オープンキャンパスには１，２年で全
が遅く、最終的に目標を （ガイダンス機能 用した学問研究の実施 加状況 た刺激を持続させ、学習意欲 る。員参加させた。状況は進路通信等で紹
下げる生徒がいる。早い の充実による進 ・ 進路の日」の設定（外部 ・ 進路通信」の発行回数 に結びつけていく更なる工夫 ・大学入試に対する意見や質問を保護「 「 介した。
段階から意識付けを行い 路目的の明確化 講師（大学教授）の講義） ・補習の開講講座数と開講 が必要である。補習について 者からも聞くことが必要である。、 ） ・ 進路通信」は各学年できめ細かく発行「
高い目標設定の維持と粘 ・オープンキャンパスへの参 回数 は受け身で受講するのではな ・学校からの配布物は必ず保護者に見した。

２ り強い努力による進路希 ・進路指導部と各 加の奨励 １・２年次より ・国公立・難関私大への く、自己の進路意識をしっか せるように指導することが大切であ（ ） ・進学補習は、生徒の進度や志望状況等
望の実現が課題である。 教科・分掌・学 ・ 進路通信」の発行による 現役合格(４０名以上） り持たせ、学習計画に沿って る。「 に応じ、きめ細かく実施した。
また、外国語科の特色 年との連携 最新情報の提供 ・外国語を生かせる上級学 積極的に使いこなすという姿 ・進学することの目的を考えさせるこ・国公立大５名、難関私大２７名が合格 A

を生かした進学実績の更 ・計画的・組織的な補習の実 校への進学 勢が大事であり、進路通信や とが大切である。した （２月 日現在）。 10
なる向上が課題である。 ・進学実績の質的 施（２年次後半より）によ ・卒業生の満足度 進路講話等を通じ、意識変革・外国語を生かせる上級学校へ外国語科

・量的向上 る学力の定着 を訴えていく。生徒３９名中１１名が合格した。
・卒業生の満足度は３月に調査予定であ・進路指導部による個別相談

る。の充実

本校は、確固たる生徒 ・規律ある生活態 ・継続的な遅刻・整容・交通 ・地域社会からの評価 次第に電車通学者が増えてお ・概ね目標は達成しているが、改善す・地域社会からの評価は、概ね良好。
指導の方針が、地域や保 度の維持 安全・通学時のマナー指導 ・３年間部活動に取り組み り、通学範囲が広範囲になる べき点がある。・３年間部活動に取り組んだ生徒は 63.7
護者から高い評価を得て ・社会性及び自主 等の維持 頑張った生徒数 と共に部活動を頑張る生徒が ・他校と比較すると本校の生徒指導は％で昨年より減少した。
いる。今後は更に文武両 ・自律性の育成 ・部活動を通じ他の模範とな ・ 文武両道賞（校長賞 」 減少する傾向にある。今後も 高いレベルにある。「 ） ・文武両道賞は、３年生の受賞者が増加
道の精神に基づいた学校 ・学校への帰属意 る生徒の育成 の年間受賞者数 文武両道を目標に掲げ、生徒 ・学習以外の活動を充実させることもした。 B

３ への帰属意識を高めると 識の高揚 ・集会時の校歌斉唱の実施 ･部活動の成果報告の件 指導をきめ細かに行うと共に 重要である。・表彰回数は５回 壮行会は３回行った、 。
ともに、生徒自らの自負 ・生徒の自負心の ・部活動の成果報告と互いに 数、表彰・壮行会の実施 部活動の活性化に努めてい ・表彰は、表彰基準を下げて多くの生表彰件数は 団体で 件、個人で 件32 92
心を育むことが課題であ 育成 誉め讃え合う機会の設定 回数 く。 徒を表彰した方がよい。である。
る。

現在は、地域から安定 ・外部評価の的確 ・学校評価懇話会を通じた地 ・学校評価懇話会の実施回 今後、学校周辺に人家が増え ・概ね目標は達成しているが、改善す・学校評価懇話会を３回実施した。
した評価を受け、比較的 な把握 域 中学校 大学 同窓会 数 てくるので、よりきめ細かな べき点がある。、 、 、 、 ・夏季休業中に 校中学校を訪問した。44
高い入試志願倍率を保っ 保護者代表等からの本校へ ・中学校訪問・学校説明会 地域対策が必要となる。今後 ・保護者の意見を聞くアンケート調査８月の学校説明会には、 名が参加2,167
ているが、今後５年間で ・教育活動の取組 の要望、評価等の把握 ・学校見学会の実施回数と も学校評価懇話会を始め、ア 結果を、ＰＴＡ・後援会総会時に報した。
レイクタウンが整備され の積極的な情報 ・ＰＴＡ・学年別情報交換会 説明者数 ンテナを高くして地域の情報 告してほしい。、 ・ 月・ 月の学校見学会には 名11 12 1,248

４ 周辺環境が一変する。保 発信 の取組の充実 ･ＰＴＡ理事会における保 収集と学校からの情報発信に ・地域との連携を図るためには、学校の中学生・保護者が参加した。
護者、地域、地元中学校 ・中学校訪問、学校説明会、 護者の声（評価） 努めたい。特に、ホームペー の情報をどのように伝達するかのル・保護者の声は３月にＰＴＡ理事会にお
等との連携を更に深め、 ・ＰＴＡ理事会と 学校見学会等を通じた中学 ・授業公開の実施回数 ジ等は更に校内の体制を強化 ールづくりが課題である。いて調査予定である。
開かれた学校づくりを一層 の連携・協力 生と保護者への教育方針の ・ホームページの内容の充 し、新しい情報を発信できる・授業公開を年２回実施した。 B
進めることが課題である。 周知・徹底 実度 よう考えたい。授業公開は土・学校ホームページを月１回程度更新し

・地域とのさらな ・授業公開の実施（中学校関 ・地元川柳地区でのゴミ拾 曜日に実施してきたが、部活た。
る連携 係 地域への公開も視野に い等のボランティア活動 動等の状況もあり公開の時、 ） ・ボランティア活動は地元の要請もあり、

、 、・ホームページの定期的更新 参加者数 期 方法について今後検討し今年度は人数を絞って行った。 参加者
と掲載内容の工夫・改善 よりよい方策を考えたい。69 名、通学路を清掃し、充実した活動

であった。・地域でのボランティア等体
験活動の実施


